
 

 

 

１ 産業 

（１）産業別就業者数 

 下野市の産業別就業者数の推移をみると、平成２年から平成１７年までに、第１次産業

は 1,576人減少、第２次産業は 245人減少、第３次産業は 6,535人増加している。 

産業別就業者数の推移 

単位：人 

区 分 平成２年 ７ １２ １７ 

第 １ 次 産 業  4,129  3,517  2,971  2,553 

第 ２ 次 産 業  8,585  9,376  9,302  8,340 

第 ３ 次 産 業 11,991 15,947 17,387 18,526 

産業別就業割合
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※ ３町の合計を下野市として作成         資料：国勢調査（各年１０月１日現在） 

 

 

Ⅲ 産 業 

 

本標準産業分類は、統計調査の結果を産業別に表示する場合の統計基準として、事業所におい

て社会的な分業として行われる財貨及びサービスの生産又は提供に係るすべての経済活動を分

類したもので、統計の正確性と客観性を保持し、統計の相互比較性と利用の向上を図ることを目

的として、昭和２４年１０月に制定されています。その具体的な内容は、事業所において行われ

る農業、建設業、製造業、卸売業、小売業、金融業、医療、福祉、教育、公務などすべての経済

活動を、大分類、中分類、小分類及び細分類の４段階に分類したものです。 

解 説 
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（２）産業（大分類）別事業所数 

平成１８年の下野市の産業（大分類）別事業所数を見ると、卸売・小売業（575）が最も

多く、２番目に建設業（294）、３番目に飲食店・宿泊業となっている。 

 

産業（大分類）別事業所数 
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※ ３町の合計を下野市として作成     資料：平成１８年事業所・企業統計調査 

（１０月１日現在） 
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（３）産業（大分類）別従業員数 

 平成１８年の下野市の産業（大分類）別従業員数を見ると、製造業（4,434 人）が最も

多く、２番目に卸売・小売業（3,795人）、３番目に医療・福祉（3,750人）、４番目に建設

業（1,594人）となっている。 

 

産業（大分類）別従業員数 

単位：人 
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※ ３町の合計を下野市として作成     資料：平成１８年事業所・企業統計調査 

                               （１０月１日現在） 
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２ 商業 

（１）商店数 

 下野市の商店数の推移をみると、平成９年（634）から平成１９年（510）までに 124 減

少している。 

 

商店数の推移 

 

旧町別 平成９年 １１ １４ １６ １９ 

南 河 内 町 151 145 129 129 ― 

石 橋 町 288 301 279 291 ― 

国 分 寺 町 195 188 170 155 ― 

下 野 市 634 634 578 575 510 
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※ ３町の合計を下野市として作成       資料：商業統計調査（各年６月１日） 

 

平成１９年商業統計調査の商店数 

宇 都 宮 市 5,901 日 光 市 1,304 那須塩原市 1,306 

足 利 市 2,222 小 山 市 1,810 さ く ら 市 439 

栃 木 市 1,211 真 岡 市 783 那須烏山市 386 

佐 野 市 1,957 大 田 原 市 898   

鹿 沼 市 1,263 矢 板 市 420    

６月１日現在 

参 考 
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（２）従業者数 

 下野市の商業従事者数の推移をみると、平成９年（3,247人）から平成１９年 

（3,348人）までに 101人増加している。 

 

商業従業者数の推移 

単位：人 

旧町別 平成９年 １１ １４ １６ １９ 

南 河 内 町  717    842    863    857 ― 

石 橋 町  1,649  1,846  1,547  1,685 ― 

国 分 寺 町    881    939    940    952 ― 

下 野 市  3,247  3,627  3,350  3,494  3,348 
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（人） 南河内町 石橋町 国分寺町 下野市

 

※ ３町の合計を下野市として作成           資料：商業統計調査（各年６月１日） 

 

 

平成１９年商業統計調査の商業従事者数      単位：人 

宇 都 宮 市 50,129 日 光 市 6,945 那須塩原市 8,654 

足 利 市 13,143 小 山 市 13,605 さ く ら 市 2,897 

栃 木 市 7,189 真 岡 市 5,345 那須烏山市 1,770 

佐 野 市 11,159 大 田 原 市 5,781   

鹿 沼 市 7,547 矢 板 市 2,394    

６月１日現在 

 

 

 

 

 

 

６月１日現在 

参 考 
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（３）年間商品販売額 

 下野市の商店の年間商品販売額の推移をみると、平成９年(9,532,311 万円)から平成１

９年（8,139,404万円）までに 1,392,907万円減少している。 

 

商店の年間商品販売額の推移 

単位：万円 

旧町別 平成９年 １１ １４ １６ １９ 

南 河 内 町  1,813,201  1,658,276  1,651,579  1,862,820  ― 

石 橋 町  5,163,766  5,287,075  3,583,253  4,350,057   ― 

国 分 寺 町  2,555,344  2,160,242  2,324,199  2,092,870  ― 

下 野 市  9,532,311  9,105,593  7,559,031  8,305,747  8,139,404 
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※ ３町の合計を下野市として作成          資料：商業統計調査（各年６月１日） 

 

 

平成１９年商業統計調査の年間商品販売額     単位：万円 

宇 都 宮 市 283,592,566 日 光 市 12,063,082 那須塩原市 20,931,756 

足 利 市 34,516,387 小 山 市 52,954,994 さ く ら 市 6,379,026 

栃 木 市 18,165,140 真 岡 市 11,765,060 那須烏山市 2,661,898 

佐 野 市 28,356,757 大 田 原 市 12,925,127   

鹿 沼 市 20,414,965 矢 板 市 4,865,349    

６月１日現在 

 

 

 

 

 

６月１日現在 

参 考 
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３ 工業 

（１）事業所数 

 下野市の生産活動を行う事業所数の推移をみると、平成９年（138）から平成２１年（102）

までに 36減少している。 

 

生産活動を行う事業所数の推移 

旧町別 平成１２年 １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ 

南河内町 21 21  19  20  21  ―  ― ―  ― 

石 橋 町 65 61  63  59  58  ―  ― ―  ― 

国分寺町 49 43  43  42  44  ―  ― ―  ― 

下 野 市 135 125  125  121  123  111  108 111 102 

 

 
※ ３町の合計を下野市として作成       資料：工業統計（各年１２月３１日現在） 

※ １８年以降は下野市のみ                         （従業者 4人以上の事業所） 

平成２１年工業統計調査の事業所数 

宇 都 宮 市 606 日 光 市 218 那須塩原市 242 

足 利 市 717 小 山 市 307 さ く ら 市 105 

栃 木 市 205 真 岡 市 207 那須烏山市 126 

佐 野 市 486 大 田 原 市 183   

鹿 沼 市 450 矢 板 市 75    

１２月３１日現在 

参 考 
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（２）従業者数 

 下野市の生産活動を行う事業所の従業者の推移をみると、平成１２年(4,512 人)から平

成２１年（4,224人）までに 288人減少している。 

 

生産活動を行う事業所の従業者数の推移 

単位：人 

旧町別 平成 12年 １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ 

南河内町 1,311 1,492  1,466  1,418  1,425   ―  ―  ―  ― 

石 橋 町 2,173 2,203  1,853  1,870  1,837   ―  ―  ―  ― 

国分寺町 1,028 1,086  979  1,021  1,121   ―  ―  ―  ― 

下 野 市 4,512 4,781  4,298  4,309  4,383  4,571  4,576 4,609 4,224 

 

 

※ ３町の合計を下野市として作成      資料：工業統計（各年１２月３１日現在） 

※ １８年以降は下野市のみ                        （従業者 4人以上の事業所） 

平成２１年工業統計調査の事業所の従業者数     単位：人 

宇 都 宮 市 33,726 日 光 市 7,314 那須塩原市 10,783 

足 利 市 16,070 小 山 市 16,245 さ く ら 市 4,157 

栃 木 市 6,444 真 岡 市 13,148 那須烏山市 3,291 

佐 野 市 13,298 大 田 原 市 12,031   

鹿 沼 市 13,632 矢 板 市 4,411   

１２月３１日現在 

参 考 
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（３）製造品出荷額等 

 下野市の製造品出荷額の推移をみると、平成１２年（153,736 百万円）から平成２１年

（163,320百万円）までに 9,584百万円増加している。 

 

製造品出荷額の推移 

単位：百万円 

旧町別 平成 12 年 １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ 

南 河 内 町 58,189 56,150  78,711  85,090  81,422   ―  ―  ―  ― 

石 橋 町 60,579 58,343  51,768  51,916  59,039   ―  ―  ―  ― 

国 分 寺 町 34,968 36,762  39,694  45,954  43,442   ―  ―  ―  ― 

下 野 市 153,736 151,255  170,173  182,960  183,903  178,662  218,105  207,873  163,319 

 

 

※ ３町の合計を下野市として作成       資料：工業統計（各年１２月３１日現在） 

※ １８年以降は下野市のみ                         （従業者 4人以上の事業所） 

       平成２１年工業統計調査の製造品出荷額        単位：万円 

宇 都 宮 市 158,929,392 日 光 市 33,083,073 那須塩原市 32,213,495 

足 利 市 35,001,021 小 山 市 49,816,681 さ く ら 市 15,056,803 

栃 木 市 24,493,955 真 岡 市 50,211,503 那須烏山市 4,606,023 

佐 野 市 31,940,851 大 田 原 市 62,521,490   

鹿 沼 市 35,134,247 矢 板 市 41,713,599   

１２月３１日現在 

参 考 
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４ 農業 

（１）農家数 

 下野市の農家数の推移をみると、平成２年（2,725戸）から平成２２年（1,961戸）まで

に 764戸減少している。 

旧町別にみると、平成２年から平成２２年にかけて南河内町では 332 戸減少、石橋町で

は 207戸減少、国分寺町では 225戸減少している。 

 

農家数の推移 

単位：戸 

旧町別 平成２年 ７ １２ １７ ２２ 

南 河 内 町 1,198 1,099 1,013   933 866 

石 橋 町   744   690   660   604 537 

国 分 寺 町   783   719   657   596 558 

下 野 市 2,725 2,508 2,330 2,133 1,961 

 

 

※ ３町の合計を下野市として作成       資料：農林業センサス（各年２月１日現在） 

 

平成２２年農林業センサスの農家数       単位：戸 

宇 都 宮 市 6,128 日 光 市 2,644 那須塩原市 3,106 

足 利 市 2,542 小 山 市 3,374 さ く ら 市 2,082 

栃 木 市 2,096 真 岡 市 4,348 那須烏山市 2,308 

佐 野 市 3,547 大 田 原 市 4,526   

鹿 沼 市 3,828 矢 板 市 1,318   

２月１日現在 

参 考 
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（２）経営耕地面積  

 下野市の経営耕地面積（販売農家）の推移をみると、平成２年（4,050ha）から平成２２

年（3,523ha）までに 527ha減少している。 

旧町別にみると、平成２年から平成２２年にかけて南河内町では 221ha 減少、石橋町で

は 124ha減少、国分寺町では 182ha減少している。 

 

経営耕地面積（販売農家）の推移 

単位：ha 

旧町別 平成２年 ７ １２ １７ ２２ 

南 河 内 町 1,716 1,668 1,549 1,443 1,495 

石 橋 町 1,213 1,166 1,136 1,061 1,089 

国 分 寺 町 1,121 1,051   966   927 939 

下 野 市 4,050 3,885 3,651 3,431 3,523 

 

 
※ ３町の合計を下野市として作成      資料：農林業センサス（各年２月１日現在） 

 

平成２２年農林業センサスの経営耕地面積           単位：ha 

宇 都 宮 市 10,469 日 光 市 4,069 那須塩原市 8,467 

足 利 市 1,672 小 山 市 4,590 さ く ら 市 4,698 

栃 木 市 2,219 真 岡 市 7,174 那須烏山市 2,750 

佐 野 市 2,445 大 田 原 市 10,187   

鹿 沼 市 4,213 矢 板 市 2,640   

２月１日現在 

参 考 
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（３）販売目的で作付けした作物 

 下野市の販売目的で作付け（栽培）した作物の類別経営体数をみると、稲が 1,400 で  

１番多く、２番目に野菜類の 824、３番目に麦類の 187、４番目にいも類の 80 となってい

る。 

旧町別にみると、南河内町では稲、野菜類、麦類、いも類、石橋町では稲、野菜類、麦

類、いも類、国分寺町では稲、野菜類、麦類、工芸作物の順とそれぞれなっている。 

 

      販売目的で作付け（栽培）した作物の類別経営体数   単位：戸 

旧町別 稲 麦類 雑穀 いも類 豆類 工芸作物 野菜類 花き類 その他 

南河内町 656 58 7 15 14 8 376 12 20 

石 橋 町 370 69 13 37 25 25 231 23 19 

国分寺町 374 60 18 28 24 36 217 23 7 

下 野 市 1,400 187 38 80 63 69 824 58 46 

 

※ ３町の合計を下野市として作成            資料：農林業センサス（平成２２年） 

 

   平成２２年農林業センサスの販売目的で作付け（栽培）した作物の類別経営体数 

 稲 麦類 雑穀 いも類 豆類 工芸作物 野菜類 花き類 その他 

宇都宮市 4,347 490 120 253 344 16 1,195 155 81 

栃 木 市 1,297 245 48 37 102 2 248 10 1 

小 山 市 1,929 399 59 48 112 23 660 59 28 

上三川町 1,162 106 13 27 16 24 547 11 6 

壬 生 町 952 154 69 85 148 23 334 28 30 

２月１日現在 

参 考 
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 下野市の販売目的で作付け（栽培）した作物の類別作付面積は稲が 1,755haで１番多く、

２番目に野菜類の 504ha、３番目に麦類の 480ha、４番目に花き類の 47haとなっている。 

旧町別にみると、南河内町では稲、野菜類、麦類、豆類、石橋町では稲、麦類、野菜類、

花き類、国分寺町では稲、麦類、野菜類、工芸作物の順にそれぞれなっている。 

 

販売目的で作付け（栽培）した作物の類別作付け面積 

単位：ha 

 旧町別 稲 麦類 雑穀 いも類 豆類 工芸作物 野菜類 花き類 その他 

南河内町 825 159 2 1 12 3 201 5 4 

石 橋 町 507 191 3 1 3 8 180 36 10 

国分寺町 423 130 8 1 5 20 123 6 4 

下 野 市 1,755 480 13 3 20 31 504 47 18 

 

 

※３町の合計を下野市として作成        資料：農林業センサス（平成２２年） 

※単位に満たないものについては空欄となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     平成２２年農林業センサスの販売目的で作付け（栽培）した作物の作付面積      単位：ha 

  稲 麦類 雑穀 いも類 豆類 工芸作物 野菜類 花き類 その他 

宇都宮市 6,278 985 62 11 314 4 442 111 25 

栃 木 市 1,300 472 9 1 80 - 76 4 - 

小 山 市 2,222 778 115 8 180 9 518 35 18 

上三川町 1,076 109 1 1 1 8 227 3 4 

壬 生 町 1,086 238 24 4 38 8 157 12 17 

２月１日現在 

参 考 
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（４）家畜飼養頭羽数 

 下野市の家畜飼養頭羽数は肉用牛 4,087頭、乳用牛 906頭、豚 2,790頭、ブロイラー33,200

羽、採卵鶏 500羽となる。 

 

家畜飼養頭羽数 

単位：頭・羽 

旧町別  乳用牛 肉用牛 豚 ブロイラー 採卵鶏 

南 河 内 町  538 1,985 0 0 500 

石 橋 町  307 153 0 0 0 

国 分 寺 町    61 1,949 2,790 33,200 0 

下 野 市  906 4,087 2,790 33,200 500 

 

 

※ ３町の合計を下野市として作成       資料：農林業センサス（平成２２年） 

 

平成２２年農林業センサスの家畜飼養頭羽数    単位：頭・羽 

宇 都 宮 市 10,368 日 光 市 10,983 那須塩原市 24,501 

足 利 市 2,793 小 山 市 8,428 さ く ら 市 9,817 

栃 木 市 3,646 真 岡 市 16,289 那須烏山市 11,614 

佐 野 市 958 大 田 原 市 16,005   

鹿 沼 市 8,640 矢 板 市 1,821   

２月１日現在 

※牛･豚はそれぞれ1頭とし、鶏については１００羽を牛・豚1頭分として算出（ブロイラ

ー羽数は除く） 

参 考 
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（５）農業産出額 

 下野市の平成１８年の農業産出額は、野菜が 340千万円で１番多く、２番目に米の 

197千万円、畜産 180千万円となっている。 

 

平成１８年農業産出額 

単位：千万円 

農作物 米 野菜 畜産 加工農産物 

下 野 市  197  340  180  35 

 

             【参考】平成１６年農業産出額      単位：千万円 

旧町別 米 野菜 畜産 加工農産物 

南 河 内 町  106  177   79   9 

石 橋 町   58  120   36  12 

国 分 寺 町   52   87   81  16 

下 野 市  216  384  196  37 

 

                         資料：栃木農林水産統計年報 

 

平成１８年総農業産出額            単位：千万円 

下 野 市 822 佐 野 市   651 真 岡 市 1,039 那須烏山市 1,084 

宇都宮市 1,506 鹿 沼 市 1,255 大田原市 2,465 那須塩原市 2,639 

足 利 市   594 日 光 市 1,244 矢 板 市   505   

栃 木 市   581 小 山 市 1,381 さくら市 1,063   

※ 米、野菜、畜産、加工農産物以外の農業産出物（果樹、麦等）を含む 

参 考 
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５ 林業 

（１）林野面積 

 下野市の林野面積の推移をみると、平成２年（428ha）から平成２２年（309ha）までに

119ha減少している。 

旧町別にみると、平成２年から平成１７年にかけて南河内町では 85ha減少、石橋町では

17ha減少、国分寺町では 14ha減少している。 

林野面積の推移 

単位：ha 

旧町別 平成２年 ７ 12 17 22 

南 河 内 町  230   172  150  145 － 

石 橋 町  110   102   98   93 － 

国 分 寺 町   88   80   76   74 － 

下 野 市  428  354  324  312 309 

 

 
※ ３町の合計を下野市として作成    資料：栃木県林務部（各年３月３１日現在） 

                    平成２２年の林野面積                   単位：ha 

宇 都 宮 市 8,216 日 光 市 125,531 那須塩原市 38,729 

足 利 市 7,939 小 山 市 568 さ く ら 市 2,539 

栃 木 市 5,563 真 岡 市 1,477   

佐 野 市 21,839 大 田 原 市 15,313   

鹿 沼 市 33,696 矢 板 市 9,771   

３月３１日現在 

参 考 
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（２）平成２０年特用林産物生産量 

 下野市の平成２０年の特用林産物生産量をみると、生しいたけが 45ｔで１番多く、２番

目にくりが 8ｔとなる。３番目以降は、たけのこ、乾しいたけ、なめこ、ひらたけの順と

なっている。 

  

 

平成２０年特用林産物生産量 

単位：t 

 生しいたけ 乾しいたけ なめこ ひらたけ くり たけのこ 

下野市 ４５ ２ １ １ ８ ５ 

 

 

                資料：栃木県環境森林部 

 

 

 特用林産物とは、森林原野において産出されてきた産物で、通常林産物と称するもの

のうち、一般用材を除く品目の総称と定義されています。つまり、森林から生産される

もののうち、建築用材以外のものすべてを特用林産物といいます。かつては、林野副産

物とか特殊林産物などとも呼ばれていましたが、現在では特用林産物に統一されていま

す。 

特用林産物は、きのこ類をはじめ、くりなどの樹実類、たらの芽、わさび等の山菜類、

そのほか木炭類、竹類など多岐にわたっています。 

解 説 


